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　4．あとがき

　世界気候変動研究計画（CRP）は，気候予測の可能性

を研究し，また気候に対する人間活動の影響を確かめる

事を主な目的としているが，人類の社会・経済活動の改

善のための気候データ，気候知識の応用法の開発を包含

した世界気候計画（WCP）の一部である事に留意すべき

である．

　わが国のCRPを立案するに当って，GARP計画の

成果や気候変動に関するわが国の研究実績などを考慮

し，またMAPなどの国際協力事業との関連について

配慮する必要がある．また，CRPの合同科学委員会

（Jsc）の勧告などを勘案し，国際的視野からわが国の

研究者のになうべぎ分担を認識して，CRPのわが国の

計画をまとめねぽならない．近く，その枠組みをまとめ

て，関連の学会の機関誌に掲載する予定である．そし

て，それに対する研究者からの意見をふまえて，各テー

マ担当研究機関を決めるなど具体的項目をまとめ，わが

国のCRPとしたいと考えている．このような企画に関

する意見を，世界気候小委員会へ寄せられる事を期待し

ている．

　　　　　世界気候小委員会の委員名簿

○朝倉　正，有住直介，内嶋善兵衛，内田英治，片山

　昭，勝井義雄，加藤　進，上山　弘，神山恵三，川口

　市郎，川口貞男，岸保勘三郎，菊池幸雄，小林寿太郎，

　駒林　誠，坂上　務，沢田竜吉，関口理郎，関原　彊，

　高野健三，武田喬男，○田中正之，寺本俊彦，鳥羽良

　明，内藤勲，樋口敬二，孫野長治，増田善信，三崎

　方郎，守山史生，◎山元龍三郎，吉野正敏（◎は委員

　長，○は幹事）

昭和55年春季大会座長の変更について

　天気27巻3号および予稿集（37号）記載の座長の一部

が次のように変更になりましたのでお知らせします．

　　　　　　　　　　　　記

　大会第2日，5月22日（木）午前中第3会場

エーロゾル

大気化学

座長　中谷　茂

座長　杉村行勇

　　　　　　（講演企画委員会）
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